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優れたパフォーマンスを保証するために、各カラムは個別に充填され、テストされます。同封の Column 
Performance Reportは、カラムに固有のもので、カラムのシリアル番号や充填剤のロット番号などの重要
な情報が含まれています。この情報は、トラブルシューティングの際に非常に役立ちます。

カラムハードウェア
すべてのカラムハードウェアは316ステンレススチールです。エンドフィッティングは、Valco、Upchurch、
Parker、Swagelokなどのフィッティングと互換性があります。ただし、どのフィッテイングの場合にも、新しい
カラムを取り付ける際は、空隙が生じないように適切に接続する必要があります。
粒子径2.7 μmおよび 5 μmのカラムには孔径2 μmのフリットが、粒子径1.8 μmのカラムには孔径0.5 μmの
フリットが使用されています。

カラムの取り付け
エンドプラグを緩めて取り外します。エンドプラグは廃棄せずに保管し、カラム保管時にご使用下さい。

入口および出口のカラム配管にナットとフェラルが正しく取り付けられていることを確認してから締め付け
ます。不適切な取り付けはカラム効率に悪影響を及ぼし、カラムからフィッティングを取り外すことを困難
にします。
同封のColumn Performance Reportに記載されている移動相がカラム出荷時の封入溶媒です。ご使用さ
れる移動相が封入溶媒と混和性があることを確認してください。混和性がない場合は、封入溶媒および移
動相と混和する中間溶媒を通液する必要があります。ほとんどのカラムは有機溶媒50％以上の封入溶

媒で出荷されるため、緩衝液を使用する場合は特に注意してください。緩衝塩の析出やカラムの詰まりの
原因となります。

送液方向
カラムラベル上の矢印は、通液方向を示しています。まずカラムの入口をインジェクタまたはオートサンプ
ラからの配管に接続し、流量を最適値まで徐々に増加させます。移動相をカラムの出口からビーカーに
10-15分間送液してから、カラムを検出器に接続します。

最適流速

最適流速は移動相に依存します。表の値はあくまでも参考値です

使用時圧力の記録

システムの圧力を継続的に監視することで、カラムの洗浄、ガードカラムやフィルタの交換などの予防保守
が必要なケースを検知できます。

カラム寿命
Shim-pack Veloxカラムにはシリカ粒子が充填されています。通常の推奨使用pH範囲は、pH2.0-pH8.0です
（SP-C18タイプはpH1.0-pH8.0、BiphenylはpH1.5-8.0）。推奨使用pH範囲の下限もしくは上限での長時間の
使用は、カラム寿命を低下させる可能性があります。

最適流速

カラム内径 粒子径 5 µm粒子径 2.7 µm粒子径 1.8 µm
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十分にろ過し、脱気したHPLC専用の溶媒を使用することを強く推奨します。 HPLCではないグレードの溶媒

中の残留物および化学的汚染物質は、選択性の変化や入口側フリットの詰まりによるシステム圧力の著
しい上昇を引き起こす可能性があります。推奨上限温度は80℃です。温度を上げることで、粘度低減によ

りカラム効率が向上する可能性がありますが、一方でカラム寿命が低下する可能性があります。耐圧は
以下の通りです。
1.8 μm - 15,000 psi (1034 bar)*
2.7 μm - 8700 psi (600 bar)
5 μm - 5800 psi (400 bar)
*寿命を最大限にするための、1.8μm粒子カラムの推奨最大圧力は12,000 psi（830 bar）です。

カラム洗浄
カラムの寿命は、定期的なカラム洗浄と適切な保管によって大幅に延長できます。粒子状物質およびサ
ンプル汚染物質に対する最大の保護のために、Shim-pack Velox EXPガードカラムまたはプレカラムフィル
タの使用を推奨します。カラムを使用しないときは、緩衝剤、酸、塩基を除去する必要があります。理想的
な洗浄溶媒は、移動相と組成が同じで、酸、塩基、緩衝剤を除いた溶液です。

逆相カラムでは、以下の溶媒を順に（カラムの最適流速のおよそ半分で）通液して、より厳密な洗浄を行う
ことができます。
• 95% 水 : 5% メタノール
• メタノール
• イソプロパノール
• ヘキサン
• イソプロパノール
• メタノール
• 水
• 酸や塩基、緩衝剤を除いた初期移動相

HILICカラムでは、以下の溶媒を順に（カラムの最適流速のおよそ半分で）通液して、より厳密な洗浄を行う
ことができます。
• 酸や塩基、緩衝剤を除いた初期移動相
• アセトニトリル
• オプション 50:50 水:アセトニトリル
• イソプロパノール
• ヘキサン
• イソプロパノール
• メタノール
• アセトニトリル
• オプション 50:50 水:アセトニトリル
• 酸や塩基、緩衝剤を除いた初期移動相
カラムの逆洗はお勧めしません。

カラムの保管

短期保管の場合、逆相カラムは洗浄後、直近に使用していた移動相（同一溶媒比）から酸、塩基や緩衝剤
を除いた溶液に置換し、保管します。長期保管の場合は洗浄後、100% 有機溶媒 (例アセトニトリルまたは
メタノール)に置換して保管します。HILIC カラムは洗浄後、100% アセトニトリルに置換して、保管します。
全てのカラムは内部が乾燥しないように両端のエンドプラグをしっかりと締めて保管して下さい。 LCシステ
ムは個々に相違があるため、特にグラジエント溶出の際は、弊社ラボの結果と多少異なる場合があります。
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